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?議拘 「語枠組 lこ級協 ?
蓄えは rNOJです。では、その嵐簡について詳しくお語、ししましょう。

薄弱麓の葺長量長室を員暴わって造語ぃ車道を歪むと、長きあたり

の壁、町が議蹟されている「よみがえる草長平首」の岳畠に支る前に、
つぎ占んし森うおお か

次の文章が大きく書かれています。
おうじゃく民まんじaうむら あおき 俗信 あたり

往昔本庄村青木が端の辺より
ご~んまつまえ 信かしま

五本松の前までの中島に・| 輩鮮嘗という管ありけるが

議笠十三宮安宮浜京の首
あお曾I;t，.; eこう どて 曾

青木が端の向なる土手を切りければ
みず" い

たちまち水押し入り

竿出んの面1まともに品し議しぬ

この詩より出宅に左京を蓮て輩ぺ
有害かしま いえいヲけん

中島には家一軒もなし

組談室

叫ん叫ん m …罪線の部分が左の文章です.

こof主冨:l立、 ff声54iモキ請に量かれた f省議宍記詰Iから長室きしたもので・す<';l，'，)o r草長平首」と
.ち信 で しaもつ ぴょうろくぐんし はじ

いう町の名が出てくる書物はこの 『備陽六郡志jが初めてです。

草FJ年百1合i量留の実面詰iは出話 36(1961)茸に踏まりました。詣差が歪むにつれ、京簡や

stス1重品謹.是正語-f晶.量1者.舗芸IC1五1怠ど、議芳な笠窪甫話ヵ咲筆記こ出主し、ぞれまでほとん
わ ちゅうゼいひとびとく ぐたいてきあき ぜんこ〈ち。うもくあっ

ど分かっていなかった中世の人々の暮らしが具体的に目lらかになりだしたとあって全国の注目を集め、
とうよう う ぴょうるくぐんし ζうずい~依し

「東洋のポンペイ (豆町」というキャッチフレーズが生まれました。そのうえ 『備陽六割3志』の洪水の話

もあって、「草芦平嘗はこ首の実菜皇、で議んでしまった奇」というイメージ力量蓄してしまいました。

ですが、 『福場?f記詰』は「賞主十三(1673)笠」の152t官<窪に轟かれたもので、宗主ijf前の苛

の語字を宜しく蓄えているとは語りません。その宿にも、この定が芸える「草剤;」の晶1は、

「聖錦、部魁i協にてありし富jとなっていますが、この言諸説臨む地主主醤には、

ずっ♂毒h嵩主催柁の道官があることから、輩i-t宇幹の葉ぇ♂る1Eiこは権活だったことが桂かて・す。そ
かん芯べへいや うぬ くさど.んけんちょういtさき ほし a うみ しず

もそも神辺平野まで海であれば、草戸千軒町遺跡の場所も海に沈んでしまいます。これらのことから
Eまうるくぐんレ こ?ずいらよくぜん 〈さ主主んげん まち、つづ かんが

『備陽六割1志lから、洪水直前まで草p千軒の町か続いていたとは考えられないのです。

話30笠首謀いた巽遍詰差により、草芦年苦荷造誌は室鵠312菜、 1 6駐車詰めまで・のもので、荷ら

かの単苫で、苛がこ1互に「最芸」されたと量産されています。ですが、そのffdまでは晃かっていませ
こた 必

ん。この「なぜっ」には答えがまだ見つかっていないのです。

主~ r宿場宍ぐ浩JI立業笠蛍家掌酋 (1735ー1781を)に話占洛主

の苔蹟琶荷がまとめた宍蔀(義室長鴻針通易港箔緑、
ぷんぐん 告し ..うじ よ

および分郡)の地誌です。ここでは旧字なども 読みやすいよ
d時らた

うに改めています。
窪主ポンペイはイヲ 1):ァ品衛にある毎日L遥誌で、笛選79年にヴエ

スヴィォ民心の主議案により被安し、 出I践に金もれたまま18

を詰l長賞されるまで益信に護っていました。
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